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静
心
山
荘
　

　

福
島
市
の
西
部
、
安
達

太
良
山
の
山
麓
に
高
湯
温

泉
が
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の

旅
館
が
源
泉
を
保
有
。
こ

の
静
心
山
荘
も
建
物
近
く

に
源
泉
が
あ
っ
た
。

　

三
・
一
一
の
東
日
本
大
震

災
で
は
、
こ
の
旅
館
も
大

揺
れ
に
揺
れ
、
食
堂
の
ビ
ー

ル
保
冷
庫
は
数
米
移
動
。

食
器
も
散
乱
。
ご
主
人
は

揺
れ
が
お
さ
ま
っ
て
す
ぐ

源
泉
を
確
認
。
幸
い
、
枯

れ
な
か
っ
た
。
お
風
呂
は

ひ
び
割
れ
お
湯
が
少
し
し

か
溜
ま
ら
な
い
。
そ
れ
で

も
、
福
島
市
内
で
は
電
気

や
ガ
ス
が
止
ま
り
、
お
風

呂
に
入
れ
な
い
の
で
、
大

勢
入
り
に
来
た
と
い
う
。

　

昨
年
は
放
射
線
が
問
題

で
周
辺
の
山
菜
は
、
全
く

使
え
な
か
っ
た
。
雨
で
流

さ
れ
た
の
か
、
今
年
は
昨

年
の
半
分
以
下
、
平
常
値

と
な
り
、
検
査
で
確
認
し

な
が
ら
、
使
用
し
て
い
る

と
い
う
。
が
、
キ
ノ
コ
は

放
射
線
量
が
高
く
当
分
使

え
な
い
そ
う
だ
。

福
島
市　

高
湯
温
泉

東京裁判に慰安婦強制連行の証拠。買春のススメ？

慰
安
婦
拉
致
を
否
定

　

維
新
の
会
の
橋
下
大
阪

市
長
は
「
旧
日
本
軍
の
慰

安
婦
は
必
要
だ
っ
た
。
国

家
と
し
て
拉
致
し
た
証
拠

は
な
い
」
と
云
い
、
米
普

天
間
基
地
司
令
官
に
風
俗

の
活
用
を
進
言
。

拉
致
の
証
拠
は
沢
山

　

大
前
研
一
氏
が
日
経
Ｂ

Ｐ
と
い
う
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
戦
犯
の
東
京
裁
判
で

「
日
本
は
慰
安
婦
の
強
制

連
行
を
認
め
て
い
た
」
事

を
書
い
て
い
る
。(

二
〇

〇
七
年)

裁
判
記
録
は
公

式
文
書
。明
白
な
証
拠
だ
。

　

従
軍
慰
安
婦
と
さ
れ
た

韓
国
女
性
の
為
の
「
ハ
ル

モ
ニ
の
家
」
を
訪
れ
た
こ

と
が
あ
る
。「
大
阪
で
良

い
仕
事
が
あ
る
と
云
わ
れ

て
来
た
ら
従
軍
慰
安
婦
に

さ
れ
た
」「
街
頭
で
い
き

な
り
拉
致
さ
れ
た
」な
ど
、

証
言
は
い
く
ら
で
も
。

　

証
拠
が
無
い
と
云
う
な

ら
、
そ
の
証
言
が
事
実
と

違
う
と
い
う
証
拠
を
具
体

的
に
示
す
べ
き
だ
。

風
俗
の
「
活
用
」
？

　

石
原
元
都
知
事
は
「
軍

と
売
春
は
つ
き
も
の
」
と

橋
下
発
言
を
擁
護
。
侵
略

軍
だ
か
ら
「
軍
と
し
て
相

手
国
の
主
権
を
侵
し
て
攻

撃
す
る
違
法
行
為
は
、
生

命
を
危
険
に
さ
ら
す
兵
に

は
虚
し
い
」
売
春
婦
を
あ

て
が
っ
て
気
を
そ
ら
す
の

だ
。

　

も
し
、
侵
略
し
て
来
た

外
国
軍
か
ら
国
民
を
守
る

の
で
あ
れ
ば
、
兵
士
は
積

極
的
に
国
民
を
守
る
。
気

を
そ
ら
す
必
要
は
な
い
。

　

橋
下
氏
の
進
言
「
風
俗

の
活
用
」
は
「
買
春
」
の

奨
め
と
と
れ
る
。
維
新
は

「
夫
君
や
息
子
に
『
風
俗

の
活
用
』
や
『
買
春
』
を

奨
め
な
さ
い
」
と
い
う
の

だ
ろ
う
か
？

　

み
な
さ
ん
は
ど
う
思
わ

れ
ま
す
か
？


